
学生と一般では、採用判断要素が異なりますが
「職務遂行能力」と「安心して任せられる人物か」は
どちらも共通！自己分析と企業研究で備えましょう。

応募先を決めたら、
次はどうすればいいの？

受ける企業を決めたら、
応募に向けた準備（＝情報収集）をしましょう

ｺﾚ・・・
全部1人でやらないといけないの？

（エネルギー要るなぁ…）

プロのチカラを借りましょう！！
効率良く結果に繋げる近道ですよ

沖縄県キャリアセンター

どんなことを質問されるの？

共通

【自己分析】＝自分についてデータを集める
例1:未来視点）やりたいこと、やりたくないこと、「こうなったらいいなぁ」＝目指す姿など
例2:過去のエピソード＝書く／話す際の裏付け）頑張ったこと、辛かったことなど
例3：価値観＝大切にしている考え）結果重視／過程重視、

入社後は…スペシャリストを目指す／ゼネラリストが目標など

【業界・企業・職種研究】＝これから働く場所のデータを集める
例1：同業他社比較）応募先は同業他社の中でどのような位置づけか…顧客、取り扱い商品など
例2：将来性）この業界は、この会社は、将来どうなりそうか？予測
例3：競合）入社したら、どこをライバルと思うのか？

【ほか、集めたい情報】
●選考過程は？筆記試験ある？無し？面接は何回？応募前に見学や体験はできそう？
●応募先企業の研修制度は？仕事を覚えるまでのサポート体制は？
●入社後、3年後、5年後、10年後はどう働いていそうか？（＝キャリアビジョン）
→その会社の〇歳の方はどのような立場？業務内容？（＝キャリアパス）

●もしも、他の会社・職種だったら、自分はどう変わりそう？（＝成長のイメージ）
●自分がこの仕事に応募する、と家族や友人に言ったらどういう反応が来そう？応援してくれそう？
●その他・・・個人的背景から気になること など

例）家族の事情、体調管理などで就労継続できそうか？

学生
●学校で使える資源・・・就職課にはどのような情報があるか？誰が支援してくれるか？

＝先生、就職課職員など
●就職活動に使える時間・・・授業、アルバイト、部活動などとの両立

一般
●就職活動に使える時間や資源・・・子供の預け先、家族の協力体制など家庭生活との両立
●就活情報のアップデート・・・Web就活や応募フォームの提出方法など今ドキの就活を知る

共通
●「当社を志望する理由をお聞かせください」などの志望理由
●「自己紹介をお願いします」「自己PRをお聞かせください」などの自分情報

学生
●「学生時代、力を入れて取り組んだことは何ですか？」などの“ガクチカ”
●専攻、取得した資格などの専門分野

一般
●前職の退職理由
●担当した業務、実績などの職務経歴系

共通

●沖縄県キャリアセンター、ハローワークなど就職支援機関の職員
→今ドキの就職活動を把握しており、就活の不安を減らすことができる
→多くの事例を知っており、あなたの目的や希望、状況に合わせた支援をしてくれる
例）筆記試験の結果は未着だが先に面接対策を進めておきたい、など

学生
●学校の先生や就職課の職員
→授業や日常生活などであなたのことをよく知っている方なら、あなたに合ったアドバイスを
してくださるかも？

一般
●転職エージェント
→あなたの希望に合った仕事だけでなく、未経験でもあなたに合いそうな仕事を紹介してくれ
ることも。

初めての／久しぶりの就職活動は不安がつきもの…キャリアコーチと一緒に、採用確率アップを目指しましょう♪
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https://www.career-ce.jp/sp/index.php
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